[image: image1.png]



県内及び近隣の大学等が一堂に会して、企業の皆様に技術シーズを紹介する産学交流ネットワークを開催します。
本年も各校の産学連携状況について紹介後、信州大学、山梨大学、諏訪東京理科大学、松本歯科大学、国立長野高専の研究者から、企業と連携した「実用化技術開発を希望する技術シーズ」および「研究開発実施上のニーズ」をプレゼンします。　産学連携による研究開発を目指す企業や行政、商工支援機関等の皆様のご参加をお待ちしています。
	◆日  時

◆場  所

◆参加費

◆主  催

◆共  催


	平成２２年度９月１日（水）13:00～18:00
ＲＡＫＯ華乃井ホテル　諏訪市高島2－1200－3

無料

財団法人　長野県テクノ財団／中央自動車道沿線地域産業クラスター推進協議会／

信州大学地域共同研究センター／山梨大学産学官連携・研究推進機構／

諏訪東京理科大学･東京理科大学科学技術交流センター／松本歯科大学／

国立長野高専地域共同テクノセンター／ナノテク・フォーラム長野／

ＮＰＯ諏訪圏ものづくり推進機構／財団法人　やまなし産業支援機構


【第１部：オープニング　産学連携状況の紹介　会場；２階パルケ】
	13：00
	あいさつ　　長野県ﾃｸﾉ財団 諏訪ﾃｸﾉﾚｲｸｻｲﾄﾞ地域ｾﾝﾀｰ　会長
　　　　　　　　関東経済産業局　地域振興課　課長
	野村　稔
青木　宏　　氏

	13：10
　～

13：40
	各校の産学連携状況の説明

　信州大学　地域共同研究センター　センター長
　山梨大学　産学官連携・研究推進機構　地域連携室長
　諏訪東京理科大学　科学技術交流センター　諏訪センター長
　松本歯科大学大学院　顎口腔機能制御学講座　教授
　国立長野高専　地域共同テクノセンター　センター長
	天野　良彦 氏
還田  隆 　氏

西山　勝廣 氏

増田　裕次　氏

岸　佐年  　氏


【第２部：技術シーズ・ニーズ　プレゼンテーション】　　*会場間の移動は自由です。
	分科会

会　場
	第1分科会；2階　ﾊﾟﾙｹ1・2
機械、電子、情報通信、
航空宇宙分野 
	第2分科会；2階　ﾊﾟﾙｹ3
材料、化学、防災、環境分野

	第3分科会；3階　水明

医療、人間工学、

機能性食品、ﾊﾞｲｵ分野

	13：50
　～

14：15
	「電子伝導性ナノシートの超薄膜、燃料電池への応用」
信州大学　繊維学部
化学・材料系、材料化学工学課程
准教授 杉本　渉氏
　RuO2ナノシートは厚み1nmの板状ナノ結晶であり，優れた耐食性、電子伝導性、レドックス活性などを有する新奇なナノ材料である。講演では透明電極、スーパーキャパシタ用電極、燃料電池用触媒への応用例を紹介する

	｢界面制御を利用した高性能誘電体・圧電体材料の開発｣　
山梨大学 工学部 応用化学科
教授　和田　智志氏
　誘電体・圧電体材料における界面構造を制御することで、同じ化学組成でも物性を1桁以上向上させる技術に基づき、環境に優しく、かつ高性能な材料開発指針と具体例を紹介する
	｢UPLC-TOFMSと多変量解析による食品分析｣
山梨大学 ワイン科学研究センター
助教　久本　雅嗣氏
　複数の食品試料群の差異や品質評価を迅速に判断する方法として、ワインや他の食品を事例に超高速液体クロマトグラフィー－飛行時間型質量分析装置（UPLC-TOFMS）と多変量解析を用いた手法を紹介します


	分科会
	第1分科会；2階　ﾊﾟﾙｹ1・2
	第2分科会；2階　ﾊﾟﾙｹ3
	第3分科会；3階　水明

	14：15

　～

14：40
	「光の捕集とエネルギーの伝達による有機薄膜太陽電池の高性能化」
信州大学　繊維学部
化学・材料系、機能高分子学課程
准教授　市川　結氏
　再生可能エネルギーとして太陽光発電が、なかでも有機薄膜太陽電池が注目を集めている。印刷等による超低コストで大面積製造が可能であるが、十分な変換効率が得られていない。有機薄膜太陽電池の高性能化に向けた取り組みを紹介する
	「諏訪湖における水の動きについて」
信州大学　工学部　土木工学科

助教　豊田　政史氏

　「水の動き」は，湖における物質（たとえば，窒素やリンなど）循環過程を把握するための基礎データとなる。ここでは、現地観測・数値計算によって明らかになった諏訪湖における水の動きの特性について紹介する
	「現在の歯科臨床技術と歯科医学教育開発」

松本歯科大学大学院
顎口腔機能分析学
教授　音琴　淳一氏
　筆者は１）歯科臨床診療機器の開発、２）歯科医学教育における①医療コミュニケーション評価開発②教育スキル判定システム開発を行っている。今回は各々の研究成果を報告し、将来の産学連携研究をご提案する


	14：40

　～

15：05
	「リファレンスガバナを用いた制御システム」

山梨大学　工学部
機械ｼｽﾃﾑ工学科
助教　大原　伸介氏
　リファレンスガバナは制約を破らないように目標値を整形する機構で、適切な運用により制御系の操作性の向上や安全性を実現できる。本発表では、小型無人ヘリコプタの姿勢制御について報告する
	「脱塩素したポリ塩化ビニルのイオン交換樹脂化」　
信州大学　工学部　物質工学科

助教　岡田　友彦氏

　廃棄ポリ塩化ビニルを高付加価値化する方法について提案する。すなわち、ポリ塩化ビニルを脱塩素処理し、その後硫酸処理によりイオン交換樹脂に転換する方法である。講演では、調製物の用途例についても述べる
	｢次世代PET装置の開発｣

信州大学　理学部　物質工学科

教授　竹下　徹氏
　PET業界に新規参入を試みる門外漢のアプローチを紹介します。医学医療機器の開発経験はありませんが、 放射線の測定のプロとして次世代PET開発に新しいアイデアとツールで新境地を開拓しようとしています

	15：05

　～

15：30


	｢聴覚による空間知覚を利用したインターフェイス」 

信州大学 工学部 情報工学科
助教 大谷　真氏

　人は聴覚を利用して、音源の位置、空間の構造、障害物の存在、などを知覚することができ、生活を送る上で不可欠な機能を果たしている。このような機能を利用した、高精度聴覚情報呈示や視覚障害者支援のためのシステムについて述べる
	「新しい無機化合物の探査とその特性評価」

山梨大学
クリスタル科学研究センター　
教授　熊田　伸弘氏

　水熱反応や固相反応などの合成手法を用いて新しい無機化合物の探査および無機系廃棄物の再資源化を試みており，合成した無機化合物の結晶構造や諸特性および材料への応用の可能性について報告する
	「欠番」

	
	休憩　１５分

	15：45

　～

16：10
	｢劣駆動機械の制御とその産業応用」
諏訪東京理科大学　ｼｽﾃﾑ工学部機械ｼｽﾃﾑ工学科
准教授　星野　祐氏
　運動の自由度よりも少ない数のアクチュエータで駆動される機械を劣駆動系といい、その制御には工夫が必要である。 劣駆動系の特徴と、 代表的な制御手法, さらに代表的な産業応用例を紹介する
	「PLCを用いた自動化省力化の支援」
国立長野高専　機械工学科
准教授　堀　純也氏　

　近年高機能化が進むPLCを利用し、安価・簡単に作業や試験の自動化を進める取組みと、ブラックボックス化した既存装置の解析、改良を通し、企業技術者と勉強会を行った事例を紹介する
	「機能ブロック図による組み込み制御設計支援ツールの開発」

国立長野高専　電子情報工学科　准教授　遠藤　登氏
　組込みシステム開発の高度化、開発期間の縮小に対応できる、機能ブロック図(FBD)ベースのGUIを備えた組込み御設計支援ツールおよび、これを用いた教育用実験システムについて紹介する

	分科会
	第1分科会；2階　ﾊﾟﾙｹ1・2
	第2分科会；2階　ﾊﾟﾙｹ3
	第3分科会；3階　水明

	16：10

～

16：35
	「溶射技術による製品の高付加価値化」　
山梨大学
工学部　機械ｼｽﾃﾑ工学科　
教授　園家　啓嗣氏　

助教　石田　和義氏
　各種製品に溶射技術を適用することによって、製品の高付加価値化（耐熱性、耐摩耗性、耐食性など）を達成することができる。その研究開発内容と、適用事例について報告する
	「１段階処理の予測法(One Step Model)を用いた雑音抑圧技術」
諏訪東京理科大学　ｼｽﾃﾑ工学部
電子ｼｽﾃﾑ工学科　
講師　田邉　造氏　

　手ぶれや焦点ずれした劣化画像や周囲の雑音による劣化音声等、私たちが観測する情報の多くはクリアな情報が雑音によって劣化した状態である。本発表では新しい雑音抑圧技術をDSPボードで実装した成果を紹介する

	「地域資源を活用した機能性食品開発－ソバを原料とした降圧食品」　

信州大学　農学部
応用生命科学科　
准教授　中村　浩蔵氏

　信州の食文化の組合せで降圧食品が生まれた。ソバの葉や茎を漬物にした蕎麦菜漬である。本講演では，蕎麦菜漬の降圧作用，降圧メカニズム，地域資源を活用した機能性食品としての可能性を紹介する

	16：35

～

17：00
	「新型内接歯車ポンプの研究」
国立長野高専　電子制御工学科

教授　堀内　富雄氏

　歯間体積が大きくとれる小歯数の歯車ポンプは、低回転でも大きな吐出し量が得られる。そこで、歯数が２枚の外歯車と３枚の内歯車から成る新型の内接歯車ポンプを設計試作し、性能試験を行った結果について紹介する
	「太陽光クリーンエネルギー創製と有機エレクトロニクス」
諏訪東京理科大学　ｼｽﾃﾑ工学部
電子ｼｽﾃﾑ工学科

講師　渡邉　康之氏　

　環境・エネルギー問題解決に向け、太陽エネルギーが注目を集めています。本講演では、太陽電池、燃料電池、光合成促等の太陽光クリーンエネルギー創製技術における有機エレクトロニクスの役割について解説します
	｢自助・介助用小型昇降機のユーザビリティ設計に関する研究｣

諏訪東京理科大学　ｼｽﾃﾑ工学部
機械ｼｽﾃﾑ工学科　
准教授　市川　純章氏

　下肢の衰えに対する自助・介助機器について、巻き取り式伸縮機構による可搬型の小

型昇降機を開発している。使用者の使い勝手の評価および力学的安定性から小型軽量

化に対するユーザビリティ設計について考察した

	17：00

～

17：25
	｢転造による各種重要機械要素の精密成形加工｣

諏訪東京理科大学　ｼｽﾃﾑ工学部
機械ｼｽﾃﾑ工学科　
教授　竹増　光家氏
　塑性加工の一種である回転成形の中で特に加工精度の優れる丸ダイスを用いる転造加工の概論を行う。次に、CNC精密成形転造盤を用いて歯車やねじなど重要機械要素を精密加工する技術を実例を踏まえながら解説する
	「緊張力を作用させたシートによるＲＣはりの補強方法について」　

国立長野高専　環境都市工学科
准教授　遠藤　典男氏

　ＲＣはりを繊維シートで補強するに際して、はり底部とシートを接着し、はり軸直角方向の緊張力を作用させる。緊張力を作用させる治具の提起を行うと共に、本手法により、せん断力に対する抵抗力向上が期待できる
	「自動車運転認知行動評価システムの開発」

信州大学　医学部
保健学科作業療法学専攻　
教授　小林　正義氏
　映像に追従するよう自動車運転の模擬操作を行い、危険予測場面等で生ずる手掌部発汗・皮膚電位反射とブレーキ・アクセル・ハンドル操作を評価する自動車運転認知行動評価システムを開発しその実用性を検討した

	司会
	①～④　信州大学
　天野　良彦　氏
	①～④　山梨大学

　環田　隆氏
	①～④　松本歯科大学

　増田　祐次氏

	
	⑤～⑧　諏訪東京理科大学

　西山　勝廣　氏
	⑤～⑧　国立長野高専

　岸　佐年　氏
	⑤～⑧　信州大学

　天野　良彦　氏


· プログラムは都合により変更になる場合があります。
【第３部：マッチングセッション】　　１４：１５～１８：００　次のプレゼンが終了したら終了とします

会場；２階　喜湖（パルケ反対側左奥）
プレゼン終了直後にプレゼンターに個別面談。情報が熱いうちにご相談ください



ＲＡＫＯ華乃井ホテル



諏訪市高島2-1200-3  Ｔｅｌ; 0266-54-0555



URL　http://www.hananoi.co.jp/access.html


ＪＲの場合：上諏訪駅下車　　　タクシーで約５分


自動車の場合：中央自動車道諏訪ICより　約10分


下記事項を明記し、8月25日（厳守）までにメール（　suwa-tec2@tech.or.jp　）にて（ＦＡＸも可）お申込み下さい。

・機関・企業名
・部署名

・役職

・参加者名

・住所
・電話番号
・メールアドレス（メール申込みの場合は不要）
※提供頂きました個人情報は、募集イベントの登録情報として利用します

（財）長野県テクノ財団主催のイベント等の開催案内発信情報として使用させていただく場合があります

（財）長野県テクノ財団　諏訪テクノレイクサイド地域センター

テクノコーディネーター：小林　俊二　E –mail : suwa-tec2@tech.or.jp
〶392-8601  諏訪市上川　1-1644-10　諏訪合同庁舎内

Tel ： 0266-53-6000　（内線2665）　fax: 0266-57-0281








以上
産学連携技術開発シーズ ２３ テーマを分野別に紹介します


産学交流ネットワーク ２０１０


開催のご案内




















会場案内図





申込方法





申込み・問合せ先








